
○津山工業高等専門学校寄宿舎規則 

 

                                           昭和 38 年４月１日 

                                           規 則 第 ３ 号 

 

改正   昭和 49 年 12 月 19 日規則第３号 昭和 53 年３月 23 日規則第５号 

昭和 63 年３月 17 日規則第２号 平成 16 年４月１日規則第 11 号 

平成 20 年２月 26 日規則第１号 令和３年 10 月 27 日規則第１号 

 

 （趣旨） 

第１条 津山工業高等専門学校（以下「本校」という。）学則（以下「学則」とい

う。）第 48 条第２項の規定に基づき，この規則を定める。 

 （目的） 

第２条 学生の修学に便宜を供与し，かつ，本校の教育理念の達成に資することを

目的として，本校に寄宿舎を設ける。 

 （名称） 

第３条 寄宿舎は，津山工業高等専門学校北辰寮（以下「北辰寮」という。）と称

する。 

２ 棟別の呼称は南から順に第１寮，第２寮，第３寮，第４寮，第５寮，国際寮と

する。 

 （寮生活の基本） 

第４条 北辰寮に入寮する学生（以下「寮生」という。）は，この規則のほか学則，

津山工業高等専門学校学生準則（以下「学生準則」という。）及びその他本校の

定める諸規則を守り，相互に敬愛啓発して自己及び共同生活の向上充実に努めな

ければならない。 

 （寮務主事） 

第５条 北辰寮の運営に関する事項は，校長の命を受けて寮務主事が掌理する。 

 （寮務主事補） 

第６条 前条の寮務主事の職務を補佐するため，寮務主事補を置く。 

 （寮務委員会） 

第７条 北辰寮の運営等に関する事項を審議するため，寮務委員会を置く。 

２ 寮務委員会の組織及び運営に必要な事項は，別に定める。 



 （入寮及び退寮） 

第８条 入寮者は，自宅からの通学が困難な者のうちから校長が選考する。ただし，

特別の事情がある場合には，自宅から通学できる者を入寮させることができる。

なお，疾病その他の事由により共同生活に適さないと認めた者は，入寮を許可し

ない。 

２ 入寮の時期は，原則として学年の始めとする。 

３ 入寮を希望する者は，所定の入寮願を提出しなければならない。 

４ 入寮許可期間は，入寮した日の属する年度の末日までとする。 

５ 入寮許可期間の満了後，引き続き入寮を希望する者に対しては，願い出により

入寮許可期間を更新することがある。 

６ 入寮許可期間の満了前に退寮しようとする者は，所定の退寮願を提出し，校長

の承認を受けなければならない。 

７ 学則，学生準則及びその他本校の定める諸規則に違反した者，又は疾病その他

の事由により共同生活に適さないと認められた者に対して，校長は退寮を命ずる

ことがある。 

 （寄宿料等） 

第９条 寄宿料の額は，独立行政法人国立高等専門学校機構における授業料その他

の費用に関する規則（平成 16 年独立行政法人国立高等専門学校機構規則第 35 号）

に定める額とする。 

２ 寄宿料は，入寮した日の属する月から退寮する日の属する月まで，毎月末日ま

でにその月の分を納付しなければならない。ただし，休業期間中の分は，休業期

間前に徴収できるものとする。 

３ 寮生の生活上必要な経費で各人の負担すべきものは，別に定めるところにより

納付するものとする。 

４ 寮生又は寮生の学資を主として負担している者が災害を受け，寄宿料の納付が

困難と認められる場合は，別に定めるところにより寄宿料を免除することがある。 

５ 寄宿料及び第３項の経費を納付しない者は，退寮させることがある。 

 （共同生活の自治） 

第１０条 寮生は，その総意により，校長の承認を得て，北辰寮における共同生活

を自律的に運営するための組織を設けることができる。 

２ 前項の組織及び活動は，寮生相互の個人生活を侵すことなく，かつ，学則及び

学生準則その他本校の定める諸規則に違反しないものでなければならない。 

３ 第１項の組織を設けようとする場合は，次に掲げる事項を記載した所定の願書



を寮務主事を経て校長に提出し，その承認を受けなければならない。各事項を変

更する場合又は第１項の組織を廃止する場合も同様とする。 

(1) 名称 

(2) 目的 

(3) 規約 

(4) 代表者及び役員 

４ 第１項の組織が，その目的を逸脱し，又は前２項の規定に違反する場合は，解

散させることがある。 

 （防災安全） 

第１１条 寮生は，火災その他の災害防止について常時注意するとともに，学校の

行う防火訓練その他の措置に協力しなければならない。 

２ 寮生は，指定の場所以外で火気を使用してはならない。 

３ 寮生は，災害又は事故の発生を知った場合には，直ちに臨機の処置をとるとと

もに，寮務主事又は宿日直教員等関係教職員に報告し，以後本校教職員の指示に

従って行動しなければならない。 

 （保健衛生） 

第１２条 寮生は，各自健康の維持及び増進に留意するとともに，北辰寮内外を清

潔に保つよう努めなければならない。 

２ 病気又は事故の場合は，ただちに寮務主事又は宿日直教員へ申し出て，その指

示に従わなければならない。 

 （施設，設備の使用） 

第１３条 北辰寮の施設，設備の使用については，別に定める。 

 （外泊及び門限後の外出） 

第１４条 外泊及び門限後の外出に際しては，所定の願書を寮務主事に提出し，そ

の許可を受けなければならない。 

 （外来者） 

第１５条 外来者と寮生との面会は，指定された場所で行うものとする。 

２ 寮生以外の者が，北辰寮の施設を使用しようとする場合は，あらかじめ寮務主

事を経て校長に願い出て，その許可を受けなければならない。 

３ 寮生以外の者も，第 11 条及び第 12 条の規定を守らなければならない。 

 （雑則） 

第１６条 この規則の実施について必要な事項は，別に定める。 

附 則 



 この規則は，昭和 38 年４月１日から施行する。 

   附 則（昭和 49 年 12 月 19 日規則第３号） 

 この規則は，昭和 49 年 12 月 19 日から施行し，昭和 49 年４月 11 日から適用する。 

   附 則（昭和 53 年３月 23 日規則第５号） 

１ この規則は，昭和 53 年４月１日から施行する。 

２ この規則施行の際，現に在寮する者に対する改正後の第８条の規定は，昭和 54

年４月１日から適用する。 

   附 則（昭和 63 年３月 17 日規則第２号） 

 この規則は，昭和 63 年３月 17 日から施行し，昭和 62 年４月１日から適用する。 

   附 則（平成 16 年４月１日規則第 11 号） 

 この規則は，平成 16 年４月１日から施行する。 

   附 則（平成 20 年２月 26 日規則第１号） 

 この規則は，平成 20 年４月１日から施行する。 

   附 則（令和３年 10 月 27 日規則第１号） 

 この規則は，令和３年 10 月 27 日から施行する。 

 


